














近年、大雨をはじめ、大雪、台風、竜巻など、記録を更新するような異常気象
が毎年のように発生しており、園芸施設への甚大な被害も確認されています。
共済等に加入していない場合、全額自己負担となるため、経済的な負担も大きく
なってしまいます。
園芸施設共済は、掛金の半分を国が負担（特約を除く）するため、農業者は経済
的負担が少なく、手厚い補償を受けることができます。また、補償範囲を調整する
ことで掛金を安くできます。もしもの事が起こる前に、是非、ご検討ください。

　園芸施設共済は、万が一被災しても再建できるよう皆様を支える心強いセーフティネットとなっております。
　上記のほか、ご自身の状況に合わせて、補償を手厚くすることも、掛金を安くすることも可能です。
　大切なハウスや営農を守るためにも、今一度「万全の備え」となっているかご確認いただき、安心して
　農業に取り組める環境づくりを進めていきましょう。












